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はじめに 
Meloidogyne chitwoodi（コロンビアネコブセンチュウ）は、トルコ、欧州の一部、アメリカ合衆国、

南アフリカ共和国等に発生し、バレイショ、トマト、ニンジン、テンサイ等に寄生し、雑草にも寄生する

など寄主範囲が広い。本種が寄生した植物では、地上部の生育不良や立枯れ等の症状が現れ、とく

にバレイショでは塊茎の表面に壊疽斑点が生じ商品価値が著しく損なわれるなど、主要な害虫の一

種であるとの報告がある。 
本種は日本未発生であり、本種の寄主植物であるトマト、ニンジン及びバレイショは、日本全

国で栽培されていることから、本種が侵入した場合、経済的な被害が生じるおそれがある。このた

め、本種は、植物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表１の２において、本種が発生している国又は

地域からの該当する寄主植物の生植物の地下部であって栽培の用に供し得るものについては、輸出

国での栽培地検査を必要としている。 
今般、本種の新たな発生国に関する情報が得られたことから、改めてリスク評価を実施するとと

もに、現行の検疫措置の有効性について評価するため、病害虫リスクアナリシスを実施した。 
 
Ⅰ リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報（有害動物） 
１．学名及び分類 
（１）学名 

Meloidogyne chitwoodi Golden, O'Bannon, Santo & Finley, 1980 
 
（２）英名、和名等 

Columbia root-knot nematode 
 
（３）分類（CABI, 2019） 

種類：線虫 
目：Nematoda 
科：Meloidogynidae 
属：Meloidogynidae 

 
（４）シノニム 

情報なし。 
 
（５）系統等 

当初、寄主植物範囲のわずかな違いによって２つのレースが記載されていた（Santo and 
Pinkerton, 1985; Mojtahedi et al., 1988b）。Mojtahedi et al.（1988a）は、数種植物を用いたレ

ース１とレース２の判別手法を報告している。レース１はニンジンを好適寄主植物とするが、

レース２は寄主植物としない。一方、レース２はアルファルファを好適寄主植物とするが、レ

ース１は好適寄主植物としない。また、Mojtahedi et al.（1994）は、アメリカ合衆国カリフォ

ルニア州のバレイショほ場において、抵抗性品種に寄生植物した本種をレース３として報告し

た。 
なお、オランダで発見されM. chitwoodi B-typeと呼ばれていたものは新種（M. fallax：日本

未発生）として再記載されている（Karssen,1996）。 
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２．地理的分布 
（１）国又は地域（詳細は別紙１参照） 

アジア：トルコ 
欧州：オランダ、スウェーデン、ドイツ、フランス、ベルギー、ポルトガル 
アフリカ：南アフリカ共和国 
北米：アメリカ合衆国 
中南米：アルゼンチン、メキシコ 

 
（２）生物地理区 

旧北区、新北区、エチオピア区及び新熱帯区の４区に分布する。 
 
３．寄主植物及び国内分布 
（１）寄主植物（詳細は別紙２参照） 

アカザ科（Chenopodiaceae）：テンサイ（Beta vulgaris） 
アヤメ科（Iridaceae）：ドイツアヤメ（Iris germanica） 
イネ科（Poaceae）：エンバク（Avena sativa）、オオムギ（Hordeum vulgare）、コムギ（Triticum 

aestivum）、トウモロコシ（Zea mays） 
カエデ科（Aceraceae）：イロハモミジ（Acer palmatum）、コブカエデ（Acer campestre）、ヨー

ロッパカエデ（Acer platanoides） 
カバノキ科（Betulaceae）：ヨーロッパシラカンバ（Betula verrucosa（syn. Betula pendula）） 
キク科（Asteraceae）：キクゴボウ（Scorzonera hispanica） 
キンポウゲ科（Ranunculaceae）：キミキフガ・ラケモサ（Cimicifuga racemosa） 
ケシ科（Papaveraceae）：ケマンソウ（Dicentra spectabilis）、ハナケマンソウ（D. formosa） 
スイカズラ科（Caprifoliaceae）：ロニケラ・クシロステウム（Lonicera xylosteum） 
セリ科（Apiaceae）：ニンジン（Daucus carota） 
ツツジ科（Ericaceae）：エリカ・キネレア（Erica cinerea） 
ナス科（Solanaceae）：トマト（Solanum lycopersicum（=Lycopersicon esculentum））、

バレイショ（S. tuberosum） 
バラ科（Rosaceae）：ポテンティラ・フルティコサ（Potentilla fruticosa） 
マメ科（Fabaceae）：アルファルファ（Medicago sativa）、インゲンマメ（Phaseolus vulgaris）、

エンドウ（Pisum sativum） 
 

（２）我が国における寄主植物の分布・栽培状況 
寄主植物であるトマト、ニンジン及びバレイショは、47 都道府県で栽培されている。 

 

４．寄生部位及びその症状（CABI, 2019） 
本種による症状は寄主植物の種類、線虫の個体群密度及び環境条件によって変化する。地上部

の症状は不明瞭な場合が多いが、症状は様々な程度の発育阻害、活力の減退、水分ストレス下で

の萎ちょう（立ち枯れ）であり、これらは減収の原因となる。本種によってバレイショの塊茎に

形成されるゴール（瘤）は、Meloidogyne属の他の種とは異なる。例えば、キタネコブセンチュ

ウ（M. hapla：日本既発生）では、小さく明瞭なゴールを形成し、そのゴールからは多数の細根

が発生する。サツマイモネコブセンチュウ（M. incognita：日本既発生）の場合は大きく顕著な

ゴール（瘤）を形成する。一方、本種の症状は確認できない場合が多く、高密度で寄生している

塊茎でも症状が確認できない場合がある。しかし、品種により明白な症状が見られる場合もあ
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る。その場合、線虫が寄生している塊茎の表面に、ゴール（瘤）が生じる。多数のゴール（瘤）

が塊茎の一つの部分に集中したり単独のゴール（瘤）が病変部等の周辺に散在する。ゴール

（瘤）下の内部組織は壊疽を起こしていたり、茶色に変色していたりする。雌成虫は光沢のある

白い洋ナシ型である。表皮のすぐ下に存在し、変色した植物組織に囲まれる。バレイショの根部

も被害を受けるが、激しく寄生している場合でもゴールがほとんどないか、全くない場合があ

り、目視での検出は困難である。球形となった雌の胴体部分が細い根の表面から露出し、卵嚢で

囲まれる。卵嚢は次第に暗褐色になる。 
他の作物では、根部のゴールと根系の減少によって収量が減少し、市場性が失われる。ゴール

形成は殆どの穀物において見られるが、オオムギやトウモロコシよりもコムギやエンバクのほう

がより顕著である。トマトではいくつかの品種で本種は根部にゴールを作るが、他のものには作

らない。 
 
５．移動分散方法 
（１）自然分散（CABI, 2019） 

土壌伝搬する。本種の移動分散能力は非常に限定されている。第２期幼虫及び雄成虫は移動

能力を有するがその距離は数十cmほどである。灌漑水により線虫が移動する。 
 
（２）人為分散（CABI, 2019） 

本種が新しい地域への侵入するための主な方法は、被害を受けた植物又は汚染された培養資

材の移動によるものであり、本種が寄生した球根や地下茎又は生産物により運ばれる。更に、

非寄主植物の苗類や農機具等に本種の汚染土壌が付着して移動することによっても、本種は分

散する。 
 

６．有害動物の大きさ及び生態 
（１）有害動物の大きさ（CABI, 2019） 

雄成虫と２期幼虫は糸状で、運動性がある。雌は特徴的な洋なし型をしており、真珠光沢のある

白色で、寄主植物の根に定着して寄生する。雄は体長887～1268 µm、体幅は22～37 µmで両端

は次第に細くなっている。尾は短く4.7～9.0 µmで先端は丸くなっている。体環は明瞭である。雌

は体長430～740 µm、体幅344～518 µmである。第２期幼虫は、体長336～417 µm、体幅12.5
～15.5 µm、尾は短く39～47 µmで、先端部分は透明な円筒状である。卵は、長さ79～92 µm、幅

40～46 µmである。 
 
（２）繁殖様式（CABI, 2019） 

単為生殖である。雌１頭だけでも繁殖が可能である。 
Meloidogyne属のほとんどの種において、雄は生殖に関与しない。繁殖は殆どの場合、単為生

殖であると考えられている。 
 
（３）年間世代数 

適切な環境下であれば、１世代は約３～４週間である（CABI, 2019）。 
年間の発生世代数は積算温量に依存する。すなわち、生育期間の土壌温度と栽培期間の長さに

依存し、１世代には３～４週を要することから、環境条件にもよるが、年間３～５世代の発生で

あると考えられている(Santo, 1994)。 
 
  



4 
 

（４）植物残渣中での生存（CABI, 2019） 
Meloidogyne属の幼虫は寄主植物なしでも１年以上生き続けることができる。 

 
（５）休眠性 

本種は卵または幼虫で越冬し、氷点下でも生き残ることができる。本種はふ化及び根へ入り込

むには最低４℃の温度が必要で、発育のためには最低６℃が必要である（Inserra et al., 1985 ; 
Charchar and Santo, 2001）。第１世代を完了するには５℃以上の積算温量600～800日度が必要

である。一方、それに続く第２、第３世代では、それぞれ950～1,100日度、1,500～1,600日度

が必要である（第１世代からの積算値）（Pinkerton et al.,1991）。 
 
７．媒介性又は被媒介性に関する情報 

情報なし。 
 
８．被害の程度（CABI, 2019） 

本種による内部の壊疽や外部のゴールによってバレイショの市場価値は減少する。壊疽斑点が

５％あれば市場では受け入れられないとの報告がある。全体的な収量も減少する。本種はアメリ

カ合衆国の太平洋岸北西部諸州のバレイショの主要な有害線虫であると考えられている。防除し

なければ年間の減収は４千万ドルと推定されている（Santo, 1994）。欧州における本種による

経済的な影響に関する情報はない。バレイショ以外の作物への影響は不明確で、ほとんど報告が

ない。しかし、ポット試験では、本種の接種による穀類（コムギ、オオムギ、エンバク、トウモ

ロコシ）の減収が報告されており、バレイショのような好適寄主植物を含む輪作体系において

は、穀類に減収をもたらす可能性が示唆されている（Santo and O'Bannon, 1981）。 
オランダ東部の一部地域で、近年バレイショや特定の野菜に対する被害が見られている。本種

はこの地域に長年発生していたと考えられるが、これまで検出されなかったのは顕著な被害がな

かったためと考えられている。近年の被害は、砂質土壌で夏の暖かさが継続する気象条件との関

連が示唆されている。また、本種はドイツでもバレイショに被害を与えている（Muller et al., 
1996）。本種の増殖率及び被害の程度は、主に春の気象条件と寄主植物の栽培期間中の累積温

度に依存していると考えられている（Braasch et al., 1996）。 
 

９．防除に関する情報 
（１）化学的防除法（CABI, 2019） 

他のネコブセンチュウに対して現在用いられている防除手段は、本種に対して効果が低いことが

証明されている。アメリカ合衆国北西部のいくつかのバレイショほ場では、春に土壌くん蒸を実施

しても、本種により不作が生じている。 
 
（２）耕種的防除法（CABI, 2019） 

テンサイに関する最近の研究では、遅い掘取りと潅漑の減少が作物への被害を減少させる役割を

果たすことを示唆している。 
穀類による輪作は、キタネコブセンチュウの個体群を減少させるためにしばしば用いられるが、

本種はコムギ、エンバク、オオムギ及びトウモロコシでよく繁殖する。一方、チコリ、ダリア及び

ムラサキツメクサは、本種の密度を低く保ち、輪作における代替作物として利用できることが示唆

されている。しかし、線虫の個体数を減少させるために輪作で使用できる作物に関するより多くの

情報を収集するためには、さらなる研究が必要である。 
緑肥を土壌にすき込むことにより、本種の個体群密度が減少し、ある程度の効果が認められた。 
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ジャガイモシストセンチュウ（Globodera rostochiensis：日本の一部地域に発生）の場合と同様

に栽植用植物は、本種が発生していない地域又は場所から持ち込むべきである。本種の無発生は

種バレイショに添付される証明書によって明確に保証されるべきである。 
 
（３）その他の防除法（CABI, 2019） 

バレイショでは、品種により本種への抵抗性が異なる。本種に対する抵抗性寄主植物の育種

に関心が寄せられており、バレイショでは、Solanum bulbocastanum（ナス科）を用いた抵抗

性の育種が行われている。その他の作物、穀類等も抵抗性の育種が行われている。テンサイで

は、線虫抵抗性の遺伝資源が登録されている。また、本種及びM. fallaxに対する持続的な抵抗

性についての検討が行われるとともに、抵抗性の遺伝資源としていくつかの Solanum 属野生

種の評価が行われている。また、トウガラシ（Capsicum annuum）のPM217系統を用いた調

査により、本種の個体群毎の病原性が特徴づけられた。これらの結果は、本種に大きな多型性

が存在することと、いくつかの線虫個体群に対する特異的抵抗性を制御する主要遺伝子の存在

を示した。 
 
１０．識別及び同定 

本種はキタネコブセンチュウによく似ている。キタネコブセンチュウや他の種との識別点は、

雌成虫の会陰紋のパターン、中部食道球内の小胞や小胞のような構造物の有無、丸みを帯びた（先

細りでない）尾端透明部をもつ幼虫の短い尾部である（CABI, 2019）。 
また、近縁種であるM. fallaxとの識別は、雌雄成虫の口針長が小さい、口針節球が雌雄ともに

小さく、輪郭が不規則である、雄の唇盤が隆起していない、幼虫の体長、尾長、尾端透明部長が

小さく半月体の位置が違うこと等で可能である。また、エステラーゼ及びリンゴ酸デヒドロゲナ

ーゼの電気泳動パターンも異なる（CABI, 2019）。 
寄主植物の違いにより、本種をキタネコブセンチュウ、M. microtyla 及びサツマイモネコブセ

ンチュウから識別する手法が報告されている。また、２つのレースを識別する手法も報告されて

いる。生化学的方法も用いられており、本種をキタネコブセンチュウから区別する診断用DNAプ

ローブは、リボソーム遺伝子間スペーサーを含むPCRに基づく技術を用いて開発された。最近、

本種はDNA法によりM. fallaxと区別された（CABI, 2019）。 
土壌中のネコブセンチュウの検出には、ベルマン法、ふるい分け法等によって線虫を土壌から

分離し、検鏡及び計数する方法を用いるのが一般的である（岩堀, 2008）。 
 

１１．我が国における現行の植物検疫措置 
本種は、現在、植物防疫法施行規則（農林省, 1950）別表１の２に規定されており、本種が発生

している国又は地域からの該当する寄主植物の生植物の地下部であって栽培の用に供し得るもの

については、本種の発生が知られていないほ場で栽培され、当該植物の生育期に栽培地検査を行

うとともに、当該植物の地下部及び培養資材について試料を採取し、検定を行って本種がいない

ことを確認し、その旨を検査証明書に追記することが必要である。 
 

１２．諸外国での輸入検疫要件 
本種については、以下のような国で無発生地域での生産等の検疫措置を要求しており、その他

の多くの国でも検疫有害動物として指定している。 
（１）EU（EU, 2019）、スイス（NPPO of Switzerland, 2019）、モンテネグロ（NPPO of Montenegro, 

2017） 
栽植用のバレイショ塊茎について、本種等の無発生地域で生産されたものであることの要求
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又は本種等の発生が知られている地域においては、栽培中及び収穫後の外観等の目視検査によ

る１年間の調査結果を基に本種等が寄生していないことを要求若しくは収穫後に無作為にサン

プリングした塊茎について本種等が寄生していないことを確認するための適切な方法で検査し、

こん包する前にも本種等が寄生していないことを要求している。 
 
（２）ユーラシア経済連合（EAEU, 2018） 

本種及び本種の寄主植物について要求している主な検疫措置は以下のとおり。 
採種用バレイショについて、本種等の無発生生産地で生産されたものであることを要求して

いる。 
観賞植物について、本種等の無発生の地域、生産地又は生産用地で生産されたものであるこ

とを要求している。 
観賞植物のうち、広葉樹の苗木について、本種等の無発生の生産地又は生産用地で生産され

たものであることを要求している。 
各種鉢植え植物について、本種等がいないこと又は本種等の無発生の地域、生産地若しくは

生産用地で生産されたものであることを要求している。 
花き及び野菜の苗について、本種等の無発生の地域、生産地又は生産用地で生産されたもの

であることを要求している。 
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Ⅱ リスクアナリシスの結果 
第１ 開始（ステージ１） 
１．開始 

Meloidogyne chitwoodiに対するリスク評価を行うとともに、現行の検疫措置の有効性について

評価するため、リスクアナリシスを実施する。 
 
２．対象となる有害動植物 

Meloidogyne chitwoodiを対象とする。 
 
３．対象となる経路 

リスクアナリシス対象の病害虫の生物学的情報の「２．地理的分布」に示す「国又は地域」か

らの「３．寄主植物及び国内分布」に示す「寄主植物」であって、「４．寄生部位及びその症状」

に示す部位を含む植物を対象とする。 
 
４．対象となる地域 

日本全域を対象とする。 
 
５．開始の結論 

Meloidogyne chitwoodiを開始点とし、本種の発生地域から輸入される植物を経路とした日本全

域を対象とする病害虫リスクアナリシスを開始する。 
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第２ 病害虫リスク評価（ステージ２） 
１．有害動植物の類別 

ステージ１で特定された有害動植物について、国内における発生及び公的防除の有無、定着及

びまん延の可能性並びに経済的影響を及ぼす可能性について調査し、検疫有害動植物の定義内の

要件を満たしているかどうかを検討する。なお、検疫有害動植物の要件を満たしていない場合は、

それが判明した時点で評価を中止し病害虫のリスクは「無視できる」とする。 
 
（１）有害動植物の日本での発生の有無及び公的防除の有無等 

本種は日本未発生である。 
 

（２）定着及びまん延の可能性の評価 
本種の寄主植物であるトマト、ニンジン及びバレイショは、47都道府県で栽培されているこ

とから、国内に定着及びまん延する可能性があると判断する。 
 

（３）経済的影響を及ぼす可能性 
本種によるバレイショ塊茎内部の壊疽や外部のゴールによって市場価値は低下する。本種の

発生国では、バレイショの収量が減少することに加え、壊疽斑点が５％に達すると市場で受け

入れられない。アメリカ合衆国の太平洋岸北西部のバレイショ生産州では、本種は主要な有害

線虫と考えられており、防除しなければ年間の減収は４千万ドルと推定されている。 
したがって、現在、本種は日本未発生であるが、トマト、ニンジン及びバレイショは47都道

府県で栽培されているため、もし、本種が国内に入り込み、定着及びまん延した場合、経済的

影響を及ぼす可能性がある。 
 
（４）評価にあたっての不確実性 

特になし。 
 

（５）有害動植物の類別の結論 
本種は日本未発生であるが、寄主植物であるトマト、ニンジン及びバレイショは 47 都道府

県で栽培されていることから、本種が国内に定着及びまん延する可能性がある。また本種は、

発生国において収量の減少や市場価値の低下等の被害が報告されており、アメリカ合衆国では、

防除しない場合の年間の減収が４千万ドルと推定されている。そのため、日本国内でも経済的

影響を及ぼす可能性は否定できない。 
したがって、植物検疫措置に関する国際基準（以下「国際基準」という。）No. 11「検疫有害

動植物に関する病害虫リスクアナリシス」に規定された検疫有害動植物の要件を満たすことか

ら、本種に対するリスクアナリシスを実施するため、引き続き「２．農業生産等への影響の評

価」で評価を行う。 
 
２．農業生産等への影響の評価 

（１）定着の可能性 
ア リスクアナリシスを実施する地域における潜在的検疫有害動植物の生存の可能性 
（ア）潜在的有害動植物の生存の可能性 

本種は、土壌伝染性である。寄主植物のない状態でも１年以上の生存が可能である。寄

主植物であるトマト、ニンジン及びバレイショは 47 都道府県で栽培されている。特にト

マトは、施設において周年栽培されており、寄生部位が周年存在するため、生活環を維持
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し生存できる可能性がある。 
（イ）リスクアナリシスを実施する地域における中間宿主の利用可能性 

本種は有害動物のため、評価しない。 
（ウ）潜在的検疫有害動植物の繁殖戦略 

本種は単為生殖を行う。よって、評価基準により５点とした。 
 

イ リスクアナリシスを実施する地域における寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適

性 
（ア）寄主又は宿主植物の利用可能性及び環境の好適性 

本種の寄主植物であるトマト、ニンジン及びバレイショは 47 都道府県で栽培されてい

る。よって評価基準より５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の寄主又は寄主範囲の広さ 

本種が寄主とする植物の科は、アカザ科、セリ科、ナス科等の14科が知られている。 
（ウ）潜在的検疫有害動植物の侵入歴 

本種は、トルコ、欧州、南アフリカ、北米及び南米に分布する。発生国について確認で

きた情報から、分布地域は旧北区、新北区、エチオピア区及び新熱帯区の４区である。よ

って評価基準より４点と評価した。 
 

 
 
（２）まん延の可能性の評価 

ア 自然分散（自然条件における潜在的検疫有害動植物の分散） 
（ア）移動距離 

本種の移動能力を有する態は、第２期幼虫及び雄成虫である。その移動距離は数十cm
ほどである。よって、評価基準より１点と評価した。 

（イ）年間世代数 
本種は、１世代に３～４週間を要する。環境条件にもよるが、年間の世代数は、３～５

世代と考えられている。そのため、評価基準より５点と評価した。 
 

イ 人為分散 
（ア）農作物を介した分散 

本種の寄主植物にはトマト、バレイショ及びニンジンが含まれている。日本国内でこれ

らの作物は、47都道府県で栽培され広く流通している。よって評価基準より５点と評価

した。 
（イ）非農作物を介した分散 

本種は、寄生した植物の地下部や、その培養資材の移動により新たな地域へ侵入する。

非寄主植物の種苗の移植、苗木、農機具に付着した土壌により移動することもある。ま

た、本種の第２期幼虫は、寄主植物のない状態でも１年以上生存が可能で、灌漑水によっ

ても移動する。よって、評価基準より５点と評価した。 
 

ウ 定着の可能性の評価結果 
評価した項目の平均から、定着の可能性の評価点は５点満点中の4.7点となった。 
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（３）経済的重要性の評価 

ア 直接的影響 
（ア）影響を受ける農作物又は森林資源 

本種の寄主植物には、トマト、バレイショ及びニンジンが含まれる。これらは47都道府

県で生産されている。本種の寄生によって影響を受ける農作物の算出額の合計は、4,294.9
億円である。また、上記３種以外の寄主植物としてカエデ属が含まれている。カエデ属は

森林資源として影響を受けるため、評価基準より５点と評価した。 
（イ）生産への影響 

本種の寄主植物であるトマト、ニンジン、バレイショ、テンサイ、カエデ属及びドイツ

アヤメは付録２に記載されている。それらの栽培用植物、栽培用球根類、消費用植物、森

林資源においては、本種の寄生により発育阻害や萎ちょう症状等が現れる。発生国におい

ては、バレイショに５％の壊疽斑点が見られた場合、市場で受け入れられないとの報告が

ある。また、全体的な収量も減少し、防除しない場合の減収が４千万ドルと推定されてい

る。よって、評価基準より４点と評価した。 
（ウ）防除の困難さ 

アメリカ合衆国北西部のバレイショほ場では、春に土壌くん蒸を実施しても本種による

不作が生じている。また、同属のキタネコブセンチュウでは、線虫密度を減少させるため

の輪作作物として穀類（コムギ、エンバク、オオムギ、トウモロコシ）が用いられるが、

これらは本種の寄主植物であるため、同様の輪作を行うことができない。 
（エ）直接的影響の評価結果 

上記項目の評価点の積は 20 点となり、評価基準より直接的影響の評価点は４点となっ

た。 
 

イ 間接的影響 
（ア）農作物の政策上の重要性 

本種の寄主植物であるバレイショは、「農業保険法」及び「同法施行令」で定める農作物

並びに「野菜出荷安定法施行令」で定める指定野菜に該当する。また、トマト及びニンジ

ンも「野菜出荷安定法施行令」で定める指定野菜に該当する。よって、評価基準より１点

と評価した。 
（イ）輸出への影響 

EU、スイス及びモンテネグロは、栽植用のバレイショ塊茎について、本種等の無発生地

域で生産されたものであることを要求している。またユーラシア経済連合諸国は、採種用

バレイショについて、本種等の無発生地域で生産されたものであることを要求するととも

に、観葉植物、鉢植え植物等についても、本種等の無発生の地域、生産地又は生産用地で

生産されたものであることを要求している。よって、評価基準より１点と評価した。 

 

 

ウ まん延の可能性の評価結果 
評価した項目の平均から、まん延の可能性の評価点は５点満点中の４点となった。 

 

ウ 経済的重要性の評価結果 

直接的影響の評価結果の得点と間接的影響の得点の和から、経済的重要性の評価点は５点

となった。 
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（４）評価における不確実性 

特になし。 
 

 
 
３．入り込みの可能性の評価 

項目 評価における判断の根拠等 

（１）寄生部位 卵、幼虫、成虫：寄主植物の地下部に寄生する。 

（２）我が国に入り込む可能

性のある経路 

卵、幼虫及び成虫が地下部に寄生する。よって、入り込む可能性

のある経路は、「栽植用植物」、「栽植用球根類」及び「消費用生植

物」である。なお、本種の寄主植物のうち、イネ科植物や雑草等

のように通常の輸入形態が地下部を含まない植物は経路に含ま

ない。 

用途 部位 経路となる可能性 

ア 裁植用植物 地下部 ○ 

イ 裁植用球根類 地下部 ○ 

ウ 消費用生植物 地下部 ○ 

（３）寄主植物の輸入検査量 別紙３参照 

 
（４）入り込みの可能性の評価 

ア 栽植用植物 
（ア）輸送中又は貯蔵中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

原産地で本種の生存率に影響を与える加工処理等は実施されていない。よって、評価基

準より５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本種は線虫であるため、評価基準より５点と評価した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

本種の寄主植物であるトマト、バレイショ及びニンジンは47都道府県で生産されてい

る。栽植用植物は、栽培のために寄主植物が存在する地域に運ばれるため、評価基準より

５点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

本種の移動能力は、幼虫及び雄成虫のみが有しており、その距離は数十cmと考えられ

ている。しかし、栽植用植物は、栽培のために寄主植物が存在する地域に運ばれることか

ら、評価基準より５点と評価した。 
（オ）評価における不確実性 

特になし。 

（５）農業生産への影響評価の結論（病害虫固有のリスク） 
定着及びまん延の可能性並びに経済的重要性の３項目の評価点の積は93.3点となり、本

種の農業生産等への影響の評価を「高い」と結論付けた。 
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イ 栽植用球根類 
（ア）輸送中又は貯蔵中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

原産地で潜在的検疫有害項植物の生存率に影響を与える加工処理等は実施されていない。

よって、評価基準より５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

本種は線虫であるため、評価基準より５点と評価した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

本種の寄主植物であるトマト、バレイショ及びニンジンは47都道府県で生産されてい

る。栽植用球根類は、栽培のために寄主が存在する地域に運ばれるため、評価基準より５

点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

本種の移動能力は、幼虫及び雄成虫のみが有しており、その距離は数十cmと考えられ

ている。しかし、栽植用球根類は、栽培のために寄主植物が存在する地域に運ばれること

から、評価基準より５点と評価した。 
（オ）評価における不確実性 

特になし。 
 

 
 

ウ 消費用生植物 
（ア）輸送中又は貯蔵中の生き残りの可能性（加工処理に耐えて生き残る可能性） 

原産地で潜在的検疫有害項植物の生存率に影響を与える加工処理等は実施されていない。

よって、評価基準より５点と評価した。 
（イ）潜在的検疫有害動植物の個体の見えにくさ 

線虫であるため、評価基準より５点と評価した。 
（ウ）輸入品目からの人為的な移動による分散の可能性 

本種の寄主植物であるトマト、バレイショ及びニンジンは47都道府県で生産されてい

る。よって、評価基準より４点と評価した。 
（エ）輸入品目からの自然分散の可能性 

線虫であるため、評価基準より１点と評価した。 
（オ）評価における不確実性 

特になし。 
 

栽植用植物の入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均点は５点であり、本種の栽植用植物を経路とした場合の

入り込みの可能性の評価を「高い」と結論付けた。 

栽植用球根類の入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均点は５点であり、本種の栽植用種子を経路とした場合の

入り込みの可能性の評価を「高い」と結論付けた。 
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４．Meloidogyne chitwoodiの病害虫リスク評価の結論 

本種は検疫有害動物であり、栽植用植物、栽植用球根類及び消費用生植物を経路として入り込

む可能性があると評価した。 

農業生産等への影響評価の結論 

（病害虫固有のリスク） 

入り込みのリスク 
病害虫リスク評価の

結論 用途 
入り込みの可能性の

評価の結論 

高い 

ア 裁植用植物 高い 高い 

イ 裁植用球根類 高い 高い 

ウ 消費用生植物 中程度 
中程度（農業生産等

への影響が高い） 

 
  

消費用生植物の入り込みの可能性の評価の結論 
評価を行った項目の得点から平均点は3.8点であり、本種の消費用生植物を経路とした場合

の入り込みの可能性の評価を「中程度」と結論付けた。 
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第３ 病害虫リスク管理（ステージ３） 
病害虫リスク評価の結果、Meloidogyne chitwoodiは、リスク管理措置が必要な検疫有害植物で

あると判断されたことから、ステージ３において、発生国からの寄主植物の輸入に伴う本種の入

り込みのリスクを低減するための適切な管理措置について検討する。 
 
１．Meloidogyne chitwoodiに対するリスク管理措置の選択肢の有効性及び実行可能性の検討 

選択肢 方法 有効性及び実行可能性の検討 

有効性及び実行可能性の難

易 
実施時

期 
有効性 

実行上

の難易 
①病害虫無発

生の地域、生

産地又は生

産用地の設

定及び維持 
 

国際基準 No. 
4 又はNo. 10
の規定に従っ

て設定及び維

持する。 
 

〔有効性〕 
 国際基準に基づき輸出国植物防

疫機関が設定、管理及び維持す

る病害虫無発生の地域、生産地

又は生産用地であれば、リスク

を十分に低減することができる

ため、有効である。 
 
〔実行可能性〕 
 輸出国において適切に管理さ

れることが必要であるが、実

行可能と考えられる。 

 
輸出国 
輸出前 

 
○ 

 
○ 

②システムズ

アプローチ 
複数の管理措

置を組み合せ

る。 
 
なお、輸出国

から右記以外

の管理措置の

組み合わせか

らなるシステ

ムズアプロー

チについて提

案があった場

合は、その有

効性及び実行

可能性につい

て検討する必

要がある。 

システムズアプローチの一例とし

ては、「輸出国における検疫措置

を必要とする植物に係る輸入検疫

実施要領」（農林水産省, 1998）
に基づき実施している「生産者等

の記録により本種の発生が知られ

ていないことが確認できるほ場で

の輸出対象植物の栽培」、選択肢

③、④及び⑤の組合せが考えられ

る。なお、その有効性及び実行可

能性については、以下のとおりで

ある。 
 
〔有効性〕 
 選択肢③、④及び⑤は単独では

本種の検出を見逃すおそれがあ

るが、「生産者等の記録により

本種の発生が知られていないこ

とが確認できるほ場での輸出対

象植物の栽培」と組み合わせる

ことによりリスクを十分に低減

 
輸出国 
栽培中 
輸出前 

 
○ 

 
○ 
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することができるため、有効で

ある。 
 
〔実行可能性〕 
 輸出国において適切な検査が行

われる必要があるが、実行可能

と考えられる。 
③地上部の症

状検査 
栽培期間中に

生育場所にお

いて地上部の

症状を観察す

る。 

〔有効性〕 
 本種が寄生した植物の根には一

般的にゴールが形成されるが、

トマト及びバレイショの一部の

品種ではゴールを形成しないも

のもある。 
 地上部の症状は不明瞭な場合が

多いが、様々な程度の発育阻

害、活力の減退、水分ストレス

による萎ちょう（立ち枯れ）を

呈す。 
 このため、地上部の観察だけで

は本種の寄生の有無を判別でき

ない場合があるため、効果は限

定的である。 
 
〔実行可能性〕 
 輸出国において適切な検査が行

われる必要があるが、実行可能

と考えられる。 

 
輸出国 
栽培中 

 

 
▽ 

 
○ 

④培養資材（土

壌を含む。）

の検診 

栽培期間中に

生育場所にお

いて土壌、培

養資材等から

本種を検出す

るため、ベル

マン法等を実

施する。 

〔有効性〕 
 ネコブセンチュウ類は、ベルマ

ン法等により植物体の根周りの

土壌、培養資材等から検出が可

能である。 
 しかし、線虫密度が低い場合

は、検出できないおそれがある

ため、効果は限定的である。 
 
〔実行可能性〕 
 輸出国において適切な検定が行

われる必要があるが、実行可能

と考えられる。 

 
輸出国 
栽培中 

 
▽ 

 
○ 

⑤精密検定 植物体の根及

び培養資材か

ら本種を検出

〔有効性〕 
 ネコブセンチュウ類は、ベルマ

ン法等により植物体の根及び根

 
輸出国 
輸出前 

 
▽ 
 

 
○ 
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するため、ベ

ルマン法等を

実施する。 

周りの培養資材から検出が可能

である。 
 しかし、寄生虫数が少ない場合

は、見逃すおそれがあるため、

効果は限定的である。 
 
〔実行可能性〕 
 輸出入国において検定施設及び

器具を有することが必要である

が、実行可能と考えられる。 

 
 

輸入国 
輸入時 

 
 
▽ 

 
 
○ 

⑥荷口への当

該有害動植

物の付着が

ないことを

検査証明書

に追記 

輸出国での検

査の結果、当

該有害動植物

の付着がない

ことを確認

し、その旨を

検査証明書に

追記する。 

〔有効性〕 
 根にゴールを形成している場合

は、識別できる。 
 しかし、トマト及びバレイショ

の一部の品種ではゴールを形成

しないものもあるため、効果は

限定的である。 
 

〔実行可能性〕 
 輸出国において適切な検査が行

われる必要があるが、実行可能

と考えられる。 

 
輸出国 
輸出時 

 

 
▽ 

 
○ 
 

⑦輸出入検査

（目視検査） 
植物体の標徴

を観察する。 
〔有効性〕 
 根にゴールを形成している場合

は、識別できる。 
 しかし、トマト及びバレイショ

の一部の品種ではゴールを形成

しないものもあるため、効果は

限定的である。 
 
〔実行可能性〕 
 輸出入国において通常実施され

ている検査であり、実行可能で

ある。 

 
輸出国 
輸出時 

 
 

輸入国 
輸入時 
 

 
▽ 
 
 
 
▽ 

 
○ 
 
 
 
○ 

有効性   ○：効果が高い 
▽：限定条件下で効果がある 
×：効果なし 
―：検討しない 

実行可能性 ○：実行可能 
▽：限定条件下で実行可能 
×：実行困難 
―：検討しない 
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２．経路ごとのMeloidogyne chitwoodiに対するリスク管理措置の選択肢の有効性及び実行可能性

一覧 
経路ごとのリスク管理措置について検討した結果を以下にとりまとめた。 

 
選択肢 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  経路等 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 
病
害
虫
無
発
生
の
地
域
、
生
産
地
又
は
生
産
用
地

の
設
定
及
び
維
持 

シ
ス
テ
ム
ズ
ア
プ
ロ
ー
チ
（
一
例
と
し
て
、「
生
産

者
等
の
記
録
に
よ
り
本
種
の
発
生
が
知
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
ほ
場
で
の
輸
出
対
象
植

物
の
栽
培
」、
③
、
④
及
び
⑤
の
組
合
せ
） 

地
上
部
の
症
状
検
査 

培
養
資
材
（
土
壌
を
含
む
。
）
の
検
診 

精
密
検
定 

検
査
証
明
書
へ
の
追
記 

輸
出
入
検
査
（
目
視
検
査
） 

輸
出
国 

輸
出
国 

輸
出
国 

輸
出
国 

輸
出
国 

輸
入
国 

輸
出
国 

輸
出
国 

輸
入
国 

栽植用植物（苗、地

下部）、栽植用球根

類及び消費用生植

物（地下部） 

有効性 ○ ○ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ ▽ 

実行可能性 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

有効性   ○：効果が高い 
▽：限定条件下で効果がある 
×：効果なし 
―：検討しない 

実行可能性 ○：実行可能 
▽：限定条件下で実行可能 
×：実行困難 
―：検討しない 

 
３．経路ごとのMeloidogyne chitwoodiに対するリスク管理措置の選択肢の特定 
（１）栽植用植物（苗、地下部）及び栽植用球根類 

ア リスク管理措置の選択肢 
（ア）病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地の設定及び維持（選択肢①） 
（イ）システムズアプローチ（一例として、「生産者等の記録により本種の発生が知られていな

いことが確認できるほ場での輸出対象植物の栽培」、選択肢③、④及び⑤の組合せ）（選択

肢②） 
 

イ 検討結果 
病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地の設定及び維持（選択肢①）は、本種のリスク
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を適切な保護水準まで低減できる選択肢である。しかしながら、病害虫無発生地域等におけ

る寄主植物の栽培環境、病害虫管理等を含む各種要因に影響を受けるためすべての地域等で

一律の状況ではなく、個別案件ごとに、どのように設定、管理及び維持されているかについ

て、輸出国植物防疫機関が示し、日本側がその内容を確認し、問題なければ承認することと

なる。 
一方、本種が寄生した植物の地上部の症状は不明瞭な場合が多く、地下部の症状は一般的

にトマト及びバレイショの一部の品種ではゴールを形成しないものもあり、本種を見逃すお

それがあることから、目視検査が主体の管理措置（選択肢⑥⑦）では十分にリスクを低減で

きない。また、地上部の症状検査（選択肢③）、培養資材（土壌を含む。）の検診（選択肢④）

及び精密検定（選択肢⑤）は、単独では本種の検出を見逃すおそれがあるため、リスク低減

効果が十分ではないと考えられる。 
しかし、「生産者等の記録により本種の発生が知られていないことが確認できるほ場での

輸出対象植物の栽培」に選択肢③、④及び⑤を組み合わせたシステムズアプローチ（選択肢

②）の実施は、十分なリスク低減効果があり、実行可能と考えられる。なお、輸出国から上

記以外の管理措置の組み合わせからなるシステムズアプローチについて提案があった場合

は、その有効性及び実行可能性について検討する必要がある。 
 

ウ 栽植用植物（苗、地下部）及び栽植用球根類を経路とするリスク管理措置の選択肢の特定 
栽植用植物（苗、地下部）及び栽植用球根類に対する管理措置として、本種の入り込みの

可能性を低減させることが可能であり、かつ必要以上に貿易制限的でないことを考慮し、以

下の選択肢を特定した。なお、以下のいずれかを実施する必要がある。 
 

○ 輸出国（輸出前）において、輸出国植物防疫機関が国際基準に基づき設定、維持及び管

理した病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地において生産された旨を検査証明書に追

記する。 
○ 輸出国（栽培中又は輸出前）において、システムズアプローチ（生産者等の記録により

本種の発生が知られていないことが確認できるほ場での輸出対象植物の栽培、地上部の症

状検査、培養資材（土壌を含む。）の検診及び精密検定の組合せ）により本種が寄生して

いないことを確認し、その旨を検査証明書に追記する。 
 

（２）消費用生植物（地下部） 
ア リスク管理措置の選択肢 
（ア）病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地の設定及び維持（選択肢①） 

（イ）システムズアプローチ（一例として、「生産者等の記録により本種の発生が知られていな

いことが確認できるほ場での輸出対象植物の栽培」、選択肢③、④及び⑤の組合せ）（選択

肢②） 

（ウ）検査証明書への追記（選択肢⑥） 

（エ）輸出入検査（目視検査）（選択肢⑦） 

 
イ 検討結果 

病害虫無発生の地域、生産地又は生産用地の設定及び維持（選択肢①）は、本種のリスク

を適切な保護水準まで低減できる選択肢である。しかしながら、病害虫無発生地域等におけ

る寄主植物の栽培環境、病害虫管理等を含む各種要因に影響を受けるためすべての地域等で

一律の状況ではなく、個別案件ごとに、どのように設定、管理及び維持されているかについ
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て、輸出国植物防疫機関が示し、日本側がその内容を確認し、問題なければ承認することと

なる。 
地上部の症状検査（選択肢③）、培養資材（土壌を含む。）の検診（選択肢④）及び精密検

定（選択肢⑤）は、単独では本種の検出を見逃すおそれがあるため、リスク低減効果が十分

ではないと考えられる。しかし、「生産者等の記録により本種の発生が知られていないことが

確認できるほ場での輸出対象植物の栽培」に選択肢③、④及び⑤を組み合わせたシステムズ

アプローチ（選択肢②）の実施は、十分なリスク低減効果があり、実行可能と考えられる。

なお、輸出国から上記以外の管理措置の組み合わせからなるシステムズアプローチについて

提案があった場合は、その有効性及び実行可能性について検討する必要がある。 
検査証明書への追記（選択肢⑥）及び輸出入検査（目視検査）（選択肢⑦）については、本

種が寄生した植物の地上部の症状は不明瞭な場合が多く、地下部の症状は一般的にトマト及

びバレイショの一部の品種ではゴールを形成しないものもあり、本種を見逃すおそれがある

が、消費用生植物という経路を踏まえると、以下の点から有効な選択肢と考える。 
・ 通常輸入される消費用生植物は、短期間のうちに消費され、また、消費用として輸入さ

れた本種の寄主植物の地下部を利用し栽培する可能性はかなり低いことから、直接栽培

地へ持ち込まれる可能性は低い。 
・ 輸入時の地下部に土壌の付着やゴール等の症状がなければ、感染源となる可能性は無視

できる。 
なお、バレイショのように通常の栽培方法が地下部の栄養繁殖による植物の場合、本来の

用途ではない栽植用に転用され得る不確実性を伴うため、消費用生植物（地下部）であって

も、栽植用球根類の管理措置が必要である。ただし、キクゴボウ、ニンジン及びテンサイの

ように地下部に繁殖能力があるものの、通常の栽培方法が地下部の栄養繁殖によらない植物

については、地下部自体が消費目的で輸入された場合は、栽植用球根類の管理措置は不要で

あるが、消費用生植物の地上部に繁殖能力がある地下部が含まれている場合（根付きの切葉、

葉菜類等）は、栽植用植物の管理措置が必要である。 
 

ウ 消費用生植物を経路とするリスク管理措置の選択肢の特定 
消費用生植物に対する管理措置として、本種の入り込みの可能性を低減させることが可能

であり、かつ必要以上に貿易制限的でないことを考慮し、以下の選択肢を特定した。 
 

○ 輸出国（輸出時）及び輸入国（輸入時）において、目視検査で本種が寄生していないこ

とを確認する。 
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４．Meloidogyne chitwoodiのリスク管理の結論 
経路ごとにリスク管理措置の選択肢を検討した結果、本種の入り込みのリスクを低減させる効

果があり、かつ必要以上に貿易制限的ではないと判断した各経路の管理措置を以下に取りまとめ

た。 

経路 対象植物 リスク管理措置 

栽植用植物（苗、

地下部）及び栽植

用球根類 

エリカ・キネレア、キクゴボ

ウ、キミキフガ・ラケモサ、テ

ンサイ、ドイツアヤメ、トマ

ト、ニンジン、バレイショ、ポ

テンティラ・フルティコサ、ヨ

ーロッパシラカンバ、ロニケ

ラ・クシロステウム、カエデ属

植物及びコマクサ属植物の生植

物の地下部 

以下のいずれかの管理措置を実施。 
○ 本種が発生していない状態が維持さ

れている地域、生産地又は生産用地と

して輸出国の政府機関が指定する地域

等において生産されること 
○ 輸出国（栽培中又は輸出前）における

システムズアプローチ（生産者等の記録

により本種の発生が知られていないこ

とが確認できるほ場での輸出対象植物

の栽培、地上部の症状検査、培養資材（土

壌を含む。）の検診（ベルマン法等）及

び輸出前の精密検定（ベルマン法等）の

組合せ） 
消費用生植物（地

下部） 
○ 輸出入検査（目視検査） 
（ただし、通常の栽培方法が地下部

の栄養繁殖による植物及び地上部に

繁殖能力がある地下部が含まれてい

る場合は、栽植用植物及び栽植用球

根類の管理措置が必要。） 
なお、輸出国から、上記に示す管理措置以外の提案があった場合は、その内容を検討し、上記

に示す管理措置と同等のものであるかを判断する必要がある。 
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別紙１ 
 

Meloidogyne chitwoodiの発生地の根拠 
 

国又は地域 ステータス 根拠文献 備考 

中東    
トルコ 発生 CABI, 2019; Ozarslandan et al., 2009  

欧州    
オランダ 発生 CABI, 2019; Zijlstra et al., 2000  
スウェーデン 発生 CABI, 2019; EPPO, 2018  
ドイツ 一時発生 

（根絶中） 
CABI, 2019; Karssen and Hoenselaar 
1998; Muller et al., 1996 

 

フランス 発生 CABI, 2019; Gamon and Lenne, 2012  
ベルギー 発生 CABI, 2019; Karssen and Hoenselaar 

1998; Waeyenberge and Moens, 2001 
 

ポルトガル 発生 CABI, 2019; Karssen and Hoenselaar 
1998; Zijlstra et al., 2000 

 

アフリカ    
南アフリカ共和国 発生 CABI, 2019; Fourie et al., 2001  

北米    
アメリカ合衆国 発生 Al-Rehiayani and Hafez, 1998; CABI, 

2019; Eisenback et al., 1986; Ferris et al., 
1993; Griffin and Rumbaugh, 1996; 
Mojtahedi et al., 1991; Nyczepir et al., 
1982; Pinkerton and Mclintyre, 1986; 
Walters and Barker, 1994; Westerdahl et 
al., 1993;  

 

中南米    
アルゼンチン 発生 CABI, 2019; Esbenshade and 

Triantaphyllou, 1985 
 

メキシコ 発生 Botello et al., 1999; CABI, 2019  
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別紙２ 
 

Meloidogyne chitwoodiの寄主植物の根拠 
 

学名 科名 属名 和名 英名 根拠文献 備考 

Beta vulgaris アカザ科

(Chenopodiaceae) 
フダンソウ属 テンサイ sugar beet Waeyenberge and Moens, 

2001 
 

Iris germanica アヤメ科

（Iridaceae） 
アイリス属 ドイツアヤメ flag Den Nijs et al., 2004   

Hordeum vulgare イネ科（Poaceae） オオムギ属 オオムギ barley Santo and O’Bannon, 
1981, Ferris et al., 1993; J 
Cuevas and Sosa-Moss, 
1990 ; Al-Rehiayani and 
Hafez, 1998; O’Bannon et 
al., 1982; Mojtahedi et al., 
1988a; Santo et al., 1980 

苗としての輸入は想定しな

い 

Avena sativa イネ科（Poaceae） カラスムギ属 エンバク、カ

ラスムギ 
oat Santo and O’Bannon, 

1981; Santo et al., 1980; 
O’Bannon et al., 1982; 
Mojtahedi et al., 1988a; 
Ferris et al., 1993 

苗としての輸入は想定しな

い 

Triticum aestivum イネ科（Poaceae） コムギ属 コムギ wheat Nyczepir et al., 1984; 
Inserra et al., 1985; 
O’Bannon et al., 1982; 
Mojtahedi et al., 1988a; 
Ferris et al., 1993  

苗としての輸入は想定しな

い 

Zea mays イネ科（Poaceae） トウモロコシ

属 
トウモロコシ corn OEPP/EPPO, 1991; J 

Cuevas and Sosa-Moss, 
苗としての輸入は想定しな

い 
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1990; Al-Rehiayani and 
Hafez, 1998; Fourie et al., 
1998; Santo and 
O’Bannon, 1981; 
O’Bannon et al., 1982; 
Mojtahedi et al., 1988a; 
Santo et al., 1980 

Acer campestre カエデ科

（Aceraceae） 
カエデ属 コブカエデ field maple Den Nijs et al., 2004   

Acer palmatum カエデ科

（Aceraceae） 
カエデ属 イロハモミジ Japanese 

maple 
Den Nijs et al., 2004   

Acer platanoides カエデ科

（Aceraceae） 
カエデ属 ヨーロッパカ

エデ 
Norway 
maple 

Den Nijs et al., 2004   

Betula verrucosa (syn. 
Betula pendula) 

カバノキ科

（Betulaceae） 
カバノキ属 ヨーロッパシ

ラカンバ 
silver birch Den Nijs et al., 2004   

Scorzonera hispanica キク科

(Asteraceae)  
フタナミソウ属 キクゴボウ oyster 

plant(black 
salsify) 

CABI, 2019  

Cimicifuga racemosa キンポウゲ科

（Ranunculaceae） 
サラシナショ

ウマ属 
キミキフガ・ラ

ケモサ 
black cohosh  輸入検査で発見 

Dicentra formosa ケシ科

（Papaveraceae） 
コマクサ属 ハナケマンソ

ウ 
Western 
bleeding 

heart 

Den Nijs et al., 2004  輸入検査で、Dicentra属植

物苗から発見 

Dicentra spectabilis ケシ科

（Papaveraceae） 
コマクサ属 ケマンソウ bleeding 

heart 
Den Nijs et al., 2004  輸入検査で、Dicentra属植

物苗から発見 
Lonicera xylosteum スイカズラ科

（Caprifoliaceae） 
スイカズラ属 ロニケラ・クシ

ロステウム 
fly 
honeysuckle 

Den Nijs et al., 2004   

Daucus carota セリ科(Apiaceae) ニンジン属 ニンジン wild carrot CABI, 2019; Brown et al.,  
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1999; Den Nijs et al., 2004;  
Wesemael and Moens, 
2008 

Erica cinerea ツツジ科

（Ericaceae） 
エリカ属 エリカ・キネレ

ア 
bell heather Den Nijs et al., 2004   

Solanum lycopersicum 
(Lycopersicon 
esculentum) 

ナス科

（Solanaceae） 
ナス属 トマト tomato Santo and O’Bannon, 

1982; Ferris et al., 1993; 
Mojtahedi et al., 1988a; 
Santo and O’Bannon, 
1981; Santo et al., 1980  

 

Solanum tuberosum ナス科

（Solanaceae） 
ナス属 バレイショ potato CABI, 2019; Santo and 

O’Bannon, 1982; Ferris et 
al., 1993  

 

Potentilla fruticosa 
(=Dasiphora fruticosa) 

バラ科

（Rosaceae） 
ポテンティラ

属 
ポテンティラ・

フルティコサ  
shrubby 
cinquefoil 

Den Nijs et al., 2004   

Medicago sativa マメ科（Fabaceae） ウマゴヤシ属 アルファルフ

ァ 
alfalfa Griffin et al., 1986; Griffin 

and Jensen, 1997; Griffin 
and Rumbaugh, 1996; 
Mojtahedi et al., 1988a 

苗としての輸入は想定しな

い 

Phaseolus vulgaris マメ科（Fabaceae） インゲンマメ

属 
インゲンマメ kidney bean Saad and Sundararaj, 

1999; O’Bannon et al., 
1982; Mojtahedi et al., 
1988a  

苗としての輸入は想定しな

い 

Pisum sativum マメ科（Fabaceae） エンドウ属 エンドウ pea  Smit and Dorssers, 1994; 
O’Bannon et al., 1982; 
Mojtahedi et al., 1988a 

苗としての輸入は想定しな

い 
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※以下の植物については、寄主植物としての根拠が不明なため、継続調査とする。 

学名 科名 属名 和名 英名 根拠文献 備考 

Abelmoschus 
esculentus 
(=Hibiscus esculentus) 

アオイ科

（Malvaceae） 
トロロアオイ属[ オクラ okra O’Bannon et al., 1982 温室内でのポット試験 

 

Chenopodium album アカザ科 
（Chenopodiaceae） 

アカザ属 シロザ ｆat hen Kutywayo and Been, 2006 雑草。 
温室内でのポット試験 

Brassica juncea アブラナ科

（Brassicaceae） 
アブラナ属 カラシナ mustards O’Bannon et al., 1982 温室内でのポット試験 

 
Brassica napus アブラナ科

（Brassicaceae） 
アブラナ属 セイヨウアブ

ラナ  
rape Al-Rehiayani and Hafez, 

1998; O’Bannon et al., 
1982; Van Der Beek and 
Mugniéry, 2008 

温室内のポット試験及

びほ場試験 
 

Brassica olracea var. 
botrytis 

アブラナ科

（Brassicaceae） 
アブラナ属 カリフラワー cauliflower Van Der Beek and 

Mugniéry, 2008 
温室内でのポット試験 
 

Brassica olracea var. 
italica 

アブラナ科

（Brassicaceae） 
アブラナ属 ブロッコリー broccoli Van Der Beek and 

Mugniéry, 2008 
温室内でのポット試験 
 

Brassica rapa アブラナ科

（Brassicaceae） 
アブラナ属 アブラナ rape O’Bannon et al., 1982 温室内でのポット試験 

 
Brassica rapa var. rapa アブラナ科

（Brassicaceae） 
アブラナ属 カブ turnip O’Bannon et al., 1982 温室内でのポット試験 

 
Brassica rapa var. 
silvestris 

アブラナ科

（Brassicaceae） 
アブラナ属 ブラッシカ・ラ

パ・シルベスト

リス 

colza O’Bannon et al., 1982 温室内でのポット試験 
 

Capsella bursa-pastoris アブラナ科

（Brassicaceae） 
ナズナ属 ナズナ Shepherd's 

Purse 
O’Bannon et al., 1982; 
Kutywayo and Been, 2006 

雑草。 
温室内でのポット試験 
 

Raphanus sativus アブラナ科 ダイコン属 ダイコン Radish Al-Rehiayani and Hafez, 温室内でのポット試験 
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（Brassicaceae） 1998; Mojtahedi et a., 
1988a; Ferris et al., 1993 

 

Sinapis alba 
（=Brassica hirta） 

アブラナ科

（Brassicaceae） 
シロガラシ属 シロガラシ white mustard Al-Rehiayani and Hafez, 

1998; O’Bannon et al., 
1982 

温室内でのポット試験 
 

Iris sp. アヤメ科

（Iridaceae） 
アイリス属 アイリス属 iris Den Nijs et al., 2004  種が不明 

Gladiolus sp. アヤメ科

（Iridaceae） 
グラジオラス属 グラジオラス

属 
gladiolus Den Nijs et al., 2004  種が不明、寄生状況が

不明 
Bromus tectorum イネ科（Poaceae） スズメノチャヒ

キ属 
ウマノチャヒ

キ 
drooping 
brome, cheat 
grass 

O’Bannon et al., 1982 雑草。 
温室内でのポット試験 
 

Dactylis glomerata イネ科（Poaceae） カモガヤ属 カモガヤ （オ

ーチャードグ

ラス） 

orchard grass O’Bannon et al., 1982 雑草。 
温室内でのポット試験 
 

Echinochloa crus-galli イネ科（Poaceae） ヒエ属 イヌビエ Barnyard 
grass 

O’Bannon et al., 1982 雑草。 
温室内でのポット試験 

Eragrostis orcuttiana イネ科（Poaceae） スズメガヤ属 エラグロスティ

ス・オーカッテ

ィアナ 

Mexican 
lovegrass 

O’Bannon et al., 1982 雑草。 
温室内でのポット試験 
 

Festuca arundinacea イネ科（Poaceae） ウシノケグサ属  オニウシノケ

グサ (トール

フェスク) 

tall fescue O’Bannon et al., 1982 雑草。 
温室内でのポット試験 
 

Panicum capillare イネ科（Poaceae） キビ属 ハナクサキビ witchgrass O’Bannon et al., 1982 雑草。 
温室内でのポット試験 

Secale cereale イネ科（Poaceae） ライムギ属 ライムギ rye Ferris et al., 1993 温室内でのポット試験 
Setaria lutescens イネ科（Poaceae） エノコログサ属 キンエノコロ yellow foxtail O’Bannon et al., 1982 雑草。 

温室内でのポット試験 
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Setaria viridis イネ科（Poaceae） エノコログサ属 エノコログサ green 
bristlegrass 

O’Bannon et al., 1982 雑草。 
温室内でのポット試験  

Sorghum bicolor イネ科（Poaceae） モロコシ属 モロコシ sorghum Mojtahedi et al., 1993 牧草または緑肥植物。 
温室内でのポット試験及

びほ場試験 
Sorghum bicolor × 
Sorghum vulgare  

イネ科（Poaceae） モロコシ属 モロコシ属の

交配種 
- Al-Rehiayani and Hafez, 

1998 
牧草または緑肥植物。 
温室内でのポット試験及

びほ場試験 
sorghum sudangrass 
hybrids  

イネ科（Poaceae） モロコシ属 モロコシ属の

交配種 
- Mojtahedi et al., 1993 牧草または緑肥植物。 

温室内でのポット試験及

びほ場試験 
Sorghum vulgare イネ科（Poaceae） モロコシ属 モロコシ Indian Millet Al-Rehiayani and Hafez, 

1998; Mojtahedi et al., 
1988b 

牧草または緑肥植物。 
温室内でのポット試験及

びほ場試験 
Triticum turgidum var. 
durum 

イネ科（Poaceae） コムギ属 イギリスコム

ギ（デュラムコ

ムギ） 

durum wheat Kaloshian et al., 1989 温室内でのポット試験 
 

Cirsium arvense キク科(Asteraceae)  アザミ属 セイヨウトゲア

ザミ 
creeping 
thistle 

Kutywayo and Been, 2006 雑草。 
温室内でのポット試験 

Cirsium vulgare キク科(Asteraceae)  アザミ属 アメリカオニア

ザミ 
spear thistle O’Bannon et al., 1982  雑草。 

温室内でのポット試験 
Cichorium endivia キク科(Asteraceae) キクニガナ属 チコリ chicory Den Nijs et al., 2004 寄生状況が不明 
Galinsoga parviflora キク科(Asteraceae)  ハキダメギク属 コゴメギク gallant soldier Kutywayo and Been, 2006 雑草。 

温室内でのポット試験 
Helianthus annuus キク科(Asteraceae)  ヒマワリ属 ヒマワリ sunflower Ferris et al., 1993  
Senecio vulgaris キク科(Asteraceae)  キオン属 ノボロギク common 

groundsel 
Kutywayo and Been, 2006 雑草。 

温室内でのポット試験 
Sonchus asper キク科(Asteraceae)  ノゲシ属 オニノゲシ prickly sow- O’Bannon et al., 1982 雑草。 
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thistle 温室内でのポット試験 
Dahlia sp. キク科(Asteraceae)  ダリア属 ダリア属 dahlia Den Nijs et al., 2004 種が不明、寄生状況が

不明 
Delphinium sp. キンポウゲ科

（Ranunculaceae） 
オオヒエンソウ

属 
オオヒエンソ

ウ属 
Larkspur Den Nijs et al., 2004  種が不明 

Clematis sp. キンポウゲ科

（Ranunculaceae） 
センニンソウ属 センニンソウ

属 
clematis Den Nijs et al., 2004  種が不明 

Fagopyrum esculentum タデ科

(Polygonaceae) 
ソバ属 ソバ buckwheat Al-Rehiayani and Hafez, 

1998 
温室内でのポット試験及

びほ場試験 
Polygonum convolvulus タデ科

(Polygonaceae) 
ソバカズラ属 ソバカズラ black 

bindweed 
Kutywayo and Been, 2006 雑草。 

温室内でのポット試験 
Solanum peruvianum 
(=Lycopersicon 
peruvianum)  

ナス科

（Solanaceae） 
ナス属 ソラヌム・ペル

ビアヌム 
- Santo and O’Bannon, 

1982; O’Bannon et al., 
1982 

トマト野生種。 
温室内でのポット試験 
 

Solanum 
bulbocastanum 

ナス科

（Solanaceae） 
ナス属 ソラヌム・バル

ボカスタヌム 
- Wishart et al. , 2002 バレイショ野生種。 

接種試験 
Solanum melongena ナス科

（Solanaceae） 
ナス属  ナス eggplant Mojtahedi et al., 1988a 温室内でのポット試験 

 
Solanum nigrum ナス科

（Solanaceae） 
ナス属 イヌホオズキ black 

nightshade 
O’Bannon et al., 1982; 
Kutywayo and Been, 2006 

雑草。 
温室内でのポット試験及

びほ場試験 
Solanum sarrachoides ナス科

（Solanaceae） 
ナス属  ケイヌホオズ

キ 
hairy 
nigthtshade 

Boydston et al., 2008 雑草。 
 

Solanum spp. ナス科

（Solanaceae） 
ナス属  ナス属 - Den Nijs et al., 2004 バレイショ野生種。 

温室内のポット試験 
Allium cepa ヒガンバナ科

(Amaryllidaceae) 
ネギ属  タマネギ onion Westerdahl et al., 1993; 

O’Bannon et al., 1982 
要調査 
 

Allium moly ヒガンバナ科 ネギ属 キバナノギョ lily leek Den Nijs et al., 2004 ほ場試験。根には寄生
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(Amaryllidaceae) ウジャニンニ

ク 
するが、球根への寄生

は確認できず 
Salsola kali ヒユ科

（Amaranthaceae） 
オカヒジキ属  prickly 

saltwort, 
prickly 
Russian thistle 

O’Bannon et al., 1982 雑草。 
温室内でのポット試験 
 

Astragalus cicer マメ科(Fabaceae) ゲンゲ属 シロバナモメ

ンレンゲ 
cicer milkvetch Griffin and Rumbaugh, 

1996; Griffin and Jensen, 
1997 

牧草または緑肥植物。 
温室内でのポット試験 
 

Astragalus falcatus マメ科(Fabaceae) ゲンゲ属   Russian 
milkvetch  

Griffin and Rumbaugh, 
1996 

牧草または緑肥植物。 
温室内でのポット試験 
 

Coronilla varia マメ科(Fabaceae) コロニラ属 タマザキクサ

フジ 
crown vetch, 
purple crown 
vetch 

Griffin and Rumbaugh, 
1996 

牧草または緑肥植物。 
温室内でのポット試験 
 

Lotus corniculatus マメ科(Fabaceae) ミヤコグサ属 セイヨウミヤコ

グサ 
bird's-foot 
trefoil 

Griffin and Rumbaugh, 
1996 

牧草または緑肥植物。 
温室内でのポット試験 
 

Lupinus albus マメ科(Fabaceae) ルピナス属 ルピナス white lupin Ferris et al., 1993 牧草または緑肥植物。 
温室内でのポット試験及

びほ場試験 
Medicago falcata マメ科(Fabaceae) ウマゴヤシ属  yellow 

flowered 
alfalfa  

Griffin and Rumbaugh, 
1996 

牧草または緑肥植物。 
温室内でのポット試験 
 

Medicago scutellata マメ科(Fabaceae) ウマゴヤシ属 カギュウソウ snail medick Griffin and Rumbaugh, 
1996 

牧草または緑肥植物。 
温室内でのポット試験 

Melilotus officinalis マメ科(Fabaceae) シナガワハギ

属 
セイヨウエビラ

ハギ 
yellow melilot Griffin and Rumbaugh, 

1996; Griffin and Jensen, 
牧草または緑肥植物。 
温室内でのポット試験 
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1997  
Trifolium pratense マメ科(Fabaceae) シャジクソウ属 アカツメクサ、

ムラサキツメ

クサ 

red clover Griffin and Rumbaugh, 
1996; O’Bannon et al., 
1982; Mojtahedi et al., 
1988a 

牧草または緑肥植物。 
温室内でのポット試験 
 

Trifolium repens マメ科(Fabaceae) シャジクソウ属 シロツメクサ white clover Griffin and Rumbaugh, 
1996; O’Bannon et al., 
1982 

牧草または緑肥植物。 
温室内でのポット試験 
 

Vicia sativa マメ科(Fabaceae) ソラマメ属 ヤハズエンド

ウ、カラスノエ

ンドウ 

common 
vetch 

Griffin and Rumbaugh, 
1996 

牧草または緑肥植物。 
温室内でのポット試験 
 

Lilium sp. ユリ科（Liliaceae） ユリ属 ユリ属 lily Den Nijs et al., 2004  種が不明、寄生状況が

不明 
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別紙３ 
 

Meloidogyne chitwoodiの寄主植物に関連する経路の年間輸入検査量 
（貨物、郵便物及び携帯品） 

 
（１）栽植用植物 

単位（数量）：本 
※ 検査件数及び数量には輸入禁止品のデータを含む。 

植物名 生産国 
発
生
国 

2016 2017 2018 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Acer palmatum var. 

palmatum(ｲﾛﾊﾓﾐｼ  ゙

(盆栽)) 

韓国           1 1 

Acer palmatum var. 

palmatum(ｲﾛﾊﾓﾐｼ )゙ 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○     1 997 2 1,249 

中国   1 2,800     1 1,200 

日本           1 102 

Acer rubrum(ｱﾒﾘｶﾊ

ﾅﾉｷ) 
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 2 88 3 250 1 50 

Acer saccharum(ｻﾄｳ

ｶｴﾃ )゙ 
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○     1 250     

Acer(ｶｴﾃﾞ属 (盆栽)) 韓国       1 3     

Acer(ｶｴﾃﾞ属 盆栽) 中国           1 1 

Acer(ｶｴﾃﾞ属) ｲﾗﾝ       1 1     

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 9 2,506 4 1,106 4 3,290 

ﾍﾞﾄﾅﾑ       1 8     

韓国   2 23     1 1 

中国       5 700 1 1 

Beta vulgaris var. 

rubra(ﾋﾞー ﾄ(ｶｴﾝｻｲ)) 

ｽﾘﾗﾝｶ       1 6     

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ           1 1 

ﾛｼｱ   1 1         

Cimicifuga 

racemosa(ｷﾐｷﾌｶﾞ･ﾗ

ｹﾓｻ) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1 50         

Dicentra cucullaria(ｸｸ

ﾙﾗｰﾚｱ (地下部)) 
英国       1 5     

Dicentra cucullaria(ｸｸ

ﾙﾗｰﾚｱ) 
英国       1 1,000     

Dicentra eximia(ﾃﾞｨｾ

ﾝﾄﾗ・ｴｸｼﾐｱ) 
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○         3 4,030 

Dicentra formosa(ﾊﾅ

ｹﾏﾝｿｳ) 
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 2 300         
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Dicentra spectabilis(ｹ

ﾏﾝｿｳ (地下部)) 
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1 1,200 4 15,800     

Dicentra spectabilis(ｹ

ﾏﾝｿｳ (地上部)) 
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1 100         

Dicentra spectabilis(ｹ

ﾏﾝｿｳ) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 11 13,870 1 750 5 3,328 

ﾎﾟー ﾗﾝﾄ  ゙           2 1,500 

Dicentra(ｺﾏｸｻ属 

(地下部)) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 15 61,305 7 38,375     

中国       1 2,000 1 1,000 

Dicentra(ｺﾏｸｻ属) ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 59 28,772 13 7,679 4 8,302 

ﾎﾟー ﾗﾝﾄ  ゙       4 988 1 3,600 

英国   1 1         

韓国           6 18,200 

中国           1 640 

Iris germanica(ﾄﾞｲﾂｱ

ﾔﾒ) 
米国       320 1,039 225 927 

Potentilla fruticosa(ﾎﾟ

ﾃﾝﾃｨﾗ･ﾌﾙﾃｨｺｻ) 
ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 3 1,144         

Potentilla fruticosa(ﾎﾟ

ﾃﾝﾃｨﾗ・ﾌﾙﾃｨｺｻ) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○         1 150 

ﾌﾗﾝｽ ○         2 832 

Solanum 

lycopersicum(ﾄﾏﾄ 

(地上部)) 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ       1 120 4 2,270 

ﾍﾞﾄﾅﾑ           1 200 

Solanum 

lycopersicum(ﾄﾏﾄ) 

ｲﾀﾘｱ       1 14     

韓国   107 862,731 114 781,134 107 725,899 

台湾   2 2,845 4 1,303 2 2,176 

中国   1 2     2 4 

Solanum 

tuberosum(ﾊﾞﾚｲｼｮ(ｼﾞ

ｬｶﾞｲﾓ) (地下部)) 

米国       1 27     

Solanum 

tuberosum(ﾊﾞﾚｲｼｮ(ｼﾞ

ｬｶﾞｲﾓ)) 

韓国       1 2 1 10 

 
（２）栽植用球根類 

単位（数量）：個 

※ 検査件数及び数量には輸入禁止品のデータを含む。 

植物名 生産国 
発
生
国 

2016 2017 2018 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Beta vulgaris var. 

rubra(ﾋﾞー ﾄ(ｶｴﾝｻｲ)) 
ﾛｼｱ       1 1     

Dicentra(ｺﾏｸｻ属) 中国   1 1,000         
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Iris germanica(ﾄﾞｲﾂｱ

ﾔﾒ) 
米国   216 216 38 643 96 133 

Solanum 

tuberosum(ﾊﾞﾚｲｼｮ(ｼﾞ

ｬｶﾞｲﾓ)) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 0 0 0 0 0 0 

ﾃﾞﾝﾏｰｸ           2 41 

ﾄﾞｲﾂ ○         1 7 

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞ

ｼｭ 
      1 5     

ﾌﾗﾝｽ ○ 1 2         

ﾍﾞﾗﾙｰｼ   1 61         

韓国   1 1 2 18 1 3 

台湾       1 1 1 4 

中国   1 8 1 30     

米国   2 10 1 10     

 
（３）消費用生植物 

単位（数量）：kg 
※ 検査件数及び数量には輸入禁止品のデータを含む。 

植物名 生産国 
発
生
国 

2016 2017 2018 

件数 数量 件数 数量 件数 数量 

Beta vulgaris var. 

cicla(ﾌﾀﾞﾝｿｳ (加工)) 

ｶﾅﾀ  ゙   2 2         

ﾄﾞｲﾂ ○         1 1 

ﾍﾞﾙｷﾞー  ○ 1 1         

英国       2 2     

韓国           1 1 

米国       1 1 3 3 

Beta vulgaris var. 

cicla(ﾌﾀﾞﾝｿｳ) 

ｲﾀﾘｱ   34 380 35 565 21 314 

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ 
  1 2         

ｶﾅﾀ  ゙   1 1 2 2 1 1 

ｼﾝｶﾞﾎﾟー

ﾙ 
  1 1         

ｽｲｽ   1 1         

ﾄﾞｲﾂ ○ 2 10 1 1 4 4 

ﾌﾗﾝｽ ○ 2 15 4 23 6 6 

ﾒｷｼｺ ○ 2 136     1 1 

英国   1 1 4 4 2 2 

韓国   31 184 67 369 83 466 

中国   1 1 1 1     

米国   79 4,745 8 21 58 461 

Beta vulgaris var. 

rapa f. rubra(ｶｴﾝｻｲ) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1 220         

ﾍﾞﾙｷﾞー  ○ 2 600         
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Beta vulgaris var. 

rapa(ﾃﾝｻｲ(ｻﾄｳﾀﾞｲｺ

ﾝ)) 

ｲﾝﾄ  ゙           1 5 

ｳｸﾗｲﾅ           1 1 

ｽﾘﾗﾝｶ       1 1     

ﾀｲ       1 2     

ﾛｼｱ           1 1 

韓国   1 2 3 30 2 20 

米国           1 1 

Beta vulgaris var. 

rubra(ﾋﾞー ﾄ(ｶｴﾝｻｲ) 

(加工)) 

ｶﾅﾀ  ゙   1 1         

ﾄﾞｲﾂ ○     1 1     

ﾌﾗﾝｽ ○         1 1 

ﾍﾞﾄﾅﾑ       1 1     

英国           1 1 

韓国           2 2 

米国           1 1 

Beta vulgaris var. 

rubra(ﾋﾞー ﾄ(ｶｴﾝｻｲ)) 

ｲｽﾗｴﾙ       1 15 1 1 

ｲﾀﾘｱ   29 659 19 197 9 93 

ｲﾗﾝ   1 1     1 1 

ｲﾝﾄ  ゙   3 321 35 1,831 110 3,890 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ           1 1 

ｳｸﾗｲﾅ   3 3     1 4 

ｳｽﾞﾍﾞｷｽ

ﾀﾝ 
  1 1 2 3     

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ 
  4 87 13 11,221 20 30,813 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 353 73,214 524 94,045 510 85,335 

ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ   1 1     1 1 

ｶﾅﾀ  ゙   1 1 2 3 1 1 

ｹﾆｱ       1 1 1 2 

ｼﾝｶﾞﾎﾟー

ﾙ 
      1 2 2 2 

ｽﾍﾟｲﾝ   1 1         

ｽﾘﾗﾝｶ   3 4 5 7 7 8 

ﾀｲ       1 1     

ﾄﾞｲﾂ ○     4 5 8 11 

ﾆｭｰｼﾞー ﾗ

ﾝﾄ  ゙
  6 162     2 2 

ﾈﾊﾟー ﾙ       1 4 1 3 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ   1 1 2 7 1 4 

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ   1 1     3 3 

ﾌﾗﾝｽ ○ 28 86 15 58 6 63 

ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ       1 2     

ﾍﾞﾄﾅﾑ   15 22 6 9 7 10 
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ﾍﾟﾙ  ー   2 2 2 4 2 2 

ﾍﾞﾙｷﾞー  ○ 5 490 32 3,788 58 7,319 

ﾎﾟー ﾗﾝﾄ  ゙           1 3 

ﾐｬﾝﾏ  ー           1 3 

ﾒｷｼｺ ○ 1 1     3 96 

ﾓﾝｺﾞﾙ   4 4 6 6 1 1 

ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ           1 2 

ﾛｼｱ   18 28 16 34 14 31 

英国   3 4 1 1     

韓国   4 7 9 25 13 104 

香港       2 3 1 2 

中国   1 2     1 1 

南ｱﾌﾘｶ       37 159 15 48 

米国   2 2     5 5 

Daucus carota var. 

sativa(ﾆﾝｼﾞﾝ (加工)) 

ｱﾗﾌﾞ首

長国連

邦 

  1 1 1 1     

ｲﾀﾘｱ   1 1 1 1     

ｴｼﾞﾌﾟﾄ   1 1         

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ 
  15 15 16 16 18 18 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 1 1         

ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ           1 1 

ｶﾅﾀ  ゙   41 41 24 24 12 12 

ｼﾝｶﾞﾎﾟー

ﾙ 
  1 1         

ｽｲｽ           1 1 

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ ○ 1 1         

ﾀｲ   4 4 2 2 8 8 

ﾁﾘ       1 1     

ﾃﾞﾝﾏｰｸ   1 1         

ﾄﾞｲﾂ ○ 4 4 1 1 4 4 

ﾆｭｰｼﾞー ﾗ

ﾝﾄ  ゙
  1 1         

ﾊﾜｲ   6 6 1 1 1 1 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ   3 3 3 3 3 3 

ﾌｨﾝﾗﾝﾄ  ゙   1 1 1 1 2 2 

ﾌﾗﾝｽ ○ 1 1     3 3 

ﾍﾞﾄﾅﾑ       3 3     

ﾍﾞﾙｷﾞー  ○     1 1     

ﾎﾟー ﾗﾝﾄ  ゙       1 1     

ﾏﾚｰｼｱ   1 1 1 1 2 3 
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ﾒｷｼｺ ○ 3 3 3 3 4 4 

英国       8 8 2 2 

韓国   8 8 31 32 38 38 

香港   1 1 3 3 1 1 

台湾   4 4 9 9 8 8 

中国   2 11 5 5 6 6 

日本   1 1     1 1 

米国   230 230 143 143 113 113 

Daucus carota var. 

sativa(ﾆﾝｼﾞﾝ 加工) 

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ 
  2 132         

ｸﾞｱﾃﾏﾗ           1 3 

ﾒｷｼｺ ○     7 715     

中国   4 34,741 4 68,400 11 94,000 

米国   595 233,025 421 185,829 466 238,632 

Daucus carota var. 

sativa(ﾆﾝｼﾞﾝ) 

ｱﾗﾌﾞ首

長国連

邦 

  3 3 1 1     

ｲｽﾗｴﾙ   1 1         

ｲﾀﾘｱ   61 699 37 314 33 304 

ｲﾗﾝ       1 1     

ｲﾝﾄ  ゙   3 4 4 23 15 227 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ   1 1 4 22 1 1 

ｳｸﾗｲﾅ   2 2 1 1 1 1 

ｳｽﾞﾍﾞｷｽ

ﾀﾝ 
  2 2 1 1 1 3 

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ 
  139 3,014,865 57 589,045 113 1,607,988 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 189 14,970 294 25,065 301 36,500 

ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ           1 1 

ｶﾀｰﾙ       1 1     

ｶﾅﾀ  ゙   106 106 62 62 62 62 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ   1 1     1 1 

ｸﾞｱﾃﾏﾗ           2 15 

ｼﾝｶﾞﾎﾟー

ﾙ 
  2 11 3 3 5 5 

ｽｲｽ       1 1 1 1 

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ ○ 2 2     3 3 

ｽｰﾀﾞﾝ       1 1     

ｽﾍﾟｲﾝ   2 4     1 1 

ｽﾘﾗﾝｶ       2 2     

ﾀｲ   13 107 8 10 17 26 

ﾀｽﾏﾆｱ   16 334,900 21 365,663 56 1,132,960 
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ﾁｪｺ       1 1 1 1 

ﾃﾞﾝﾏｰｸ   3 3     2 2 

ﾄﾞｲﾂ ○ 12 12 18 20 7 7 

ﾆｭｰｼﾞー ﾗ

ﾝﾄ  ゙
  81 1,771,836 52 1,373,675 76 2,064,603 

ﾈﾊﾟー ﾙ       1 1     

ﾉﾙｳｪ  ー   1 1 1 2 1 1 

ﾊﾜｲ   1 1 2 2 2 2 

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞ

ｼｭ 
          1 1 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ   5 113 6 6 4 18 

ﾌﾗﾝｽ ○ 25 190 14 57 2 6 

ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ   1 1         

ﾍﾞﾄﾅﾑ   73 1,844,318 97 2,775,508 141 4,028,017 

ﾍﾟﾙ  ー       1 1     

ﾍﾞﾙｷﾞー  ○ 1 40 1 1 3 3 

ﾎﾟー ﾗﾝﾄ  ゙   2 2     2 2 

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ ○         1 2 

ﾏﾚｰｼｱ   5 5 7 89 10 10 

ﾐｸﾛﾈｼｱ

連邦 
          1 10 

ﾐｬﾝﾏ  ー   2 2         

ﾒｷｼｺ ○ 5 19,301 36 2,328 49 6,684 

ﾓﾝｺﾞﾙ   1 1     1 1 

ﾗﾄﾋﾞｱ   1 1         

ﾘﾄｱﾆｱ       1 6     

ﾙｰﾏﾆｱ   1 1 1 1 1 1 

ﾛｼｱ   3 3 3 3 5 5 

英国   1 1 8 8 3 3 

韓国   71 10,202 88 140 120 153 

香港   10 11 5 5 11 11 

台湾   41 704,968 86 1,714,721 209 4,318,909 

中国   3,130 84,499,226 3,168 80,559,311 3,815 95,779,990 

南ｱﾌﾘｶ       5 10 6 12 

日本   2 52 5 293 1 100 

不明       1 1     

米国   286 71,200 249 58,024 221 54,978 

Daucus carota(ﾅﾆﾝｼﾞ

ﾝ) 

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ 
  9 172,820 15 324,000 24 1,261,900 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 41 805 4 125 4 125 

ﾆｭｰｼﾞー ﾗ

ﾝﾄ  ゙
      2 41 1 20 
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ﾍﾞﾄﾅﾑ       2 10,040 1 20 

ﾒｷｼｺ ○     1 1,565     

中国   1 26,000 3 76,000 16 152,032 

南ｱﾌﾘｶ           1 2 

米国           2 24 

Scorzonera 

hispanica(ｷｸｺﾞﾎﾞｳ) 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○     1 100 2 100 

ﾍﾞﾙｷﾞー  ○ 61 1,580 65 1,370 58 1,535 

Solanum 

lycopersicum(ﾄﾏﾄ 

(加工)) 

ｲﾝﾄ  ゙   1 1         

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ       2 2 1 1 

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ 
  7 7 7 7 3 3 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○     1 1     

ｶﾅﾀ  ゙   10 10     4 4 

ｼﾝｶﾞﾎﾟー

ﾙ 
  1 1     4 4 

ﾀｲ   6 6 119 119 335 335 

ﾄﾞｲﾂ ○ 1 1 1 1 1 1 

ﾆｭｰｼﾞー ﾗ

ﾝﾄ  ゙
  1 1         

ﾊﾜｲ           1 1 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ   15 15 17 17 40 40 

ﾌｨﾝﾗﾝﾄ  ゙           1 1 

ﾌﾗﾝｽ ○ 1 1     2 2 

ﾍﾞﾄﾅﾑ       4 4 2 2 

ﾏｶｵ           1 1 

ﾏﾚｰｼｱ   2 2 4 4 17 17 

ﾒｷｼｺ ○ 1 1         

ﾛｼｱ   4 4 1 1 6 6 

英国       2 2     

韓国   11 11 112 112 110 110 

香港   6 6 10 10 8 8 

台湾   51 51 79 79 57 57 

中国   11 11 28 28 61 61 

不明   1 1     8 8 

米国   72 72 23 23 7 7 

Solanum 

lycopersicum(ﾄﾏﾄ) 

ｱｲｽﾗﾝﾄ  ゙       1 1     

ｱｾﾞﾙﾊﾞｲ

ｼﾞｬﾝ 
  2 11         

ｱﾗﾌﾞ首

長国連

邦 

  3 3 2 2 2 2 

ｲｽﾗｴﾙ   3 3 4 5     
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ｲﾀﾘｱ   6 11 3 3 4 5 

ｲﾗﾝ   3 3 2 2     

ｲﾝﾄ  ゙   10 14 9 12 17 24 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ   4 4 9 10 9 9 

ｳｸﾗｲﾅ           1 1 

ｳｽﾞﾍﾞｷｽ

ﾀﾝ 
  2 2 3 7 1 1 

ｴｼﾞﾌﾟﾄ   2 2 1 2 2 2 

ｴｽﾄﾆｱ           1 1 

ｴﾁｵﾋﾟｱ           1 1 

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ 
  25 27 22 22 33 33 

ｵｰｽﾄﾘｱ           4 4 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 9 8,982 10 2,409 4 25 

ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ           2 2 

ｶﾀｰﾙ       1 2     

ｶﾅﾀ  ゙   285 492,715 319 655,082 270 562,025 

ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ   2 2 1 1     

ｷﾞﾘｼｬ           1 1 

ｸﾞｱﾑ   1 1 4 4     

ｹﾆｱ       1 3     

ｻｳｼﾞｱﾗ

ﾋﾞｱ 
      1 1     

ｼﾝｶﾞﾎﾟー

ﾙ 
  10 10 12 12 11 13 

ｽｲｽ   4 5 1 1 2 2 

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ ○     1 1 2 2 

ｽｰﾀﾞﾝ           1 1 

ｽﾍﾟｲﾝ   3 3 5 5 5 5 

ｽﾘﾗﾝｶ   5 7 3 3 1 1 

ｽﾛﾊﾞｷｱ   1 1         

ﾀｲ   55 57 156 158 411 413 

ﾁｪｺ   2 2         

ﾃﾞﾝﾏｰｸ   1 1     1 1 

ﾄﾞｲﾂ ○ 25 38 26 26 32 32 

ﾄﾙｺ ○ 4 4 3 14 4 4 

ﾆｭｰｼﾞー ﾗ

ﾝﾄ  ゙
  227 1,182,967 213 1,069,183 229 1,041,564 

ﾈﾊﾟー ﾙ   3 3 1 3     

ﾊﾜｲ   9 9 9 9 6 6 

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞ

ｼｭ 
  2 5 3 4 3 4 
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ﾌｨﾘﾋﾟﾝ   64 69 98 103 50 51 

ﾌｨﾝﾗﾝﾄ  ゙   1 1 2 2 4 4 

ﾌﾗﾝｽ ○ 11 11 22 22 17 17 

ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ   1 2         

ﾍﾞﾄﾅﾑ   52 77 64 128 45 78 

ﾍﾟﾙ  ー       2 2 1 1 

ﾍﾞﾙｷﾞー  ○ 2 2 2 2 3 3 

ﾎﾟー ﾗﾝﾄ  ゙   1 1 1 1 3 3 

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ ○ 1 1         

ﾏｶｵ       2 2     

ﾏﾙﾀ   1 3         

ﾏﾚｰｼｱ   9 13 11 160 11 12 

ﾐｬﾝﾏ  ー   8 9 8 12 4 7 

ﾒｷｼｺ ○ 32 24,544 94 113,963 131 311,175 

ﾓﾛｯｺ       1 1 1 1 

ﾓﾝｺﾞﾙ   2 2 1 1 1 1 

ﾗｵｽ       1 1     

ﾗﾄﾋﾞｱ   1 1         

ﾘﾄｱﾆｱ   1 1 1 1     

ﾙｰﾏﾆｱ   1 1 1 1     

ﾛｼｱ   16 19 11 12 12 12 

英国   10 10 16 17 19 19 

韓国   1,243 2,278,881 1,595 2,679,657 1,543 3,119,251 

香港   37 38 32 33 63 65 

台湾   200 215 236 249 317 323 

中国   1,038 1,235 1,153 1,352 1,221 1,423 

南ｱﾌﾘｶ           1 1 

日本   1 2 1 60 2 21 

不明   5 5 9 9 5 5 

仏領ﾎﾟﾘ

ﾈｼｱ 
  1 1         

米国   846 687,570 507 388,526 548 630,923 

北ﾏﾘｱﾅ

諸島 
  1 1         

Solanum 

tuberosum(ﾊﾞﾚｲｼｮ(ｼﾞ

ｬｶﾞｲﾓ) (加工)) 

韓国   2 2 7 7 6 6 

台湾   1 2         

中国   2 5         

Solanum 

tuberosum(ﾊﾞﾚｲｼｮ(ｼﾞ

ｬｶﾞｲﾓ) 加工) 

韓国       13 5,195 1 1 

中国   171 380,865 213 512,043 102 176,640 

ｱｲﾙﾗﾝﾄ  ゙       1 1     
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Solanum 

tuberosum(ﾊﾞﾚｲｼｮ(ｼﾞ

ｬｶﾞｲﾓ)) 

ｱﾗﾌﾞ首

長国連

邦 

          1 1 

ｲﾀﾘｱ           1 1 

ｲﾗﾝ   2 2     1 1 

ｲﾝﾄ  ゙   18 28 15 28 15 27 

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ   2 2 3 3     

ｳｽﾞﾍﾞｷｽ

ﾀﾝ 
  1 3         

ｴﾁｵﾋﾟｱ       1 5     

ｵｰｽﾄﾗﾘ

ｱ 
      2 2 3 5 

ｵﾗﾝﾀ  ゙ ○ 3 3 2 2 2 3 

ｶﾅﾀ  ゙           3 4 

ｺﾛﾝﾋﾞｱ   1 2         

ｻｳｼﾞｱﾗ

ﾋﾞｱ 
  1 3         

ｼﾝｶﾞﾎﾟー

ﾙ 
  1 120 2 2 2 2 

ｽｲｽ       3 5     

ｽﾍﾟｲﾝ   1 4         

ｽﾘﾗﾝｶ   5 8 2 3 1 2 

ﾀｲ   2 4 1 3 2 2 

ﾁｪｺ       1 1     

ﾁｭﾆｼﾞｱ           1 2 

ﾃﾞﾝﾏｰｸ   1 1 1 2     

ﾄﾞｲﾂ ○ 6 32 5 8 2 2 

ﾄﾙｺ ○ 1 6         

ﾆｭｰｼﾞー ﾗ

ﾝﾄ  ゙
  1 5     1 2 

ﾈﾊﾟー ﾙ   2 3 4 19 5 11 

ﾊﾟｷｽﾀﾝ           1 18 

ﾊﾜｲ       1 1 1 1 

ﾊﾝｶﾞﾘ  ー       1 3     

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞ

ｼｭ 
  20 52 9 14 9 32 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ   4 5 5 5 4 5 

ﾌｨﾝﾗﾝﾄ  ゙       1 1 1 3 

ﾌﾗﾝｽ ○ 3 4 6 10 6 14 

ﾍﾞﾄﾅﾑ   8 17 13 28 23 58 

ﾍﾟﾙ  ー   28 75 54 149 38 122 

ﾍﾞﾙｷﾞー  ○ 1 2 2 11 1 2 
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ﾎﾞﾘﾋﾞｱ       1 2     

ﾏﾗｳｲ           1 2 

ﾏﾚｰｼｱ   4 4 11 60 7 8 

ﾐｬﾝﾏ  ー   6 20     2 2 

ﾒｷｼｺ ○ 3 7 3 11 3 16 

ﾓﾛｯｺ   1 1         

ﾓﾝｺﾞﾙ   1 1 1 1 1 1 

ﾛｼｱ   2 12 5 18 7 34 

英国   2 5 2 2 2 4 

韓国   40 76 40 133 25 56 

香港   3 3 2 3     

台湾   2 4 1 1     

中国   87 236 127 317 81 178 

日本   2 69 7 325 1 60 

米国   172 28,407,825 314 51,470,957 188 34,242,281 
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